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ガ行」㌘音 語中尾 一 9一 一 D一 一 D一 一 D一
力行子音 語中尾 一 k一 一 〇一／ 一 9一 一
????
ノミ 語中尾 一 b一 一 b一 一W一 一w一
? 語　　頭 vv一 W一 b一 W一
　では，どうして，交通不便な山間の辺地であ
るにもかかわらず，イの地域（図1のA地域と
同じ。）には，訂ヒりの現象をもたらす最も有力
な原因となり得るこのような作用が及ばなかっ
たのであろうか。
　たしかなことはわからないが，村内結婚・紙
漉き・落武者伝説といった特異な言語外の事情
が，この地域に限って全部揃っているという事
実から考えるに，こういう特異な事情が，言語
の面にもいろいろな形で反映し，この作用がこ
の地域に及ぶことをくい止めてきたのではない
かということが想像される。このことを，いま
少し具体的に説明すれば次のようになる。
　すなわち，出自を平家とか源氏とかのいわゆ
る貴種に求め，村内結婚という閉鎖的な婚姻形
態をとりながら，紙漉きという特殊技術の秘伝
を守り伝えていこうとしたこの地域の人々の気
持が，言語の面にも強く反映し，もとのままの
形（たとえば，〔∫e〕〔d5e〕・「バ」の一b－・
力行子音の一k－・非ズーズー弁など。）や，
もとに近い形（たとえば，ガ行子音のg－／－g一
など。g－／－g一とg－／－o一とでは，組合わ
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せという面からいっても，音声そのものという
点からいっても，前者のほうが後者よりも，も
との形のog－／－og一に近いと言える。）を保
たせることになったのではあるまいかと。
　このように考えた場合には，先に述べた，
g一を古音の残存と見る推定（1）もまた，十
分成立ちそうな気がしてくるが，しかし，推定
（1）の場合は，すでに指摘した通り，－g一
から一〇一への変化を，B地域に認めようとす
る考え方そのものに，そもそも無理があるわけ
だから，推定（3）と同じレベルで扱うことは
できないと考える。
　ところで，地域のこうした特性に着目した場
合には，これまで述べてきたこととはまったく
ちがった観点から，この地域に分布する一9一
の由来をたずねることも可能となる。次に述べ
る推定（4）がそれである。
4・4　推定（4）について
　これは，過去のある時期に，A地域へ一9一
を持った人々が移住し，それで，この地域に
一g一が分布することになったと見る考え方で
ある。
　もし，そうであるとすると，この地方におけ
る一〇一と一g一の関係は，相対的に，一功一よ
りも一g一が新しいということになるが，しか
し，－o一と一g一の絶対的な関係については，
結局，何もわからず，ただ，この地方とA地域
の人々の出身地との間に，当時すでに，前者の
一〇一に対する後者の一g一という相違があった
らしいということだけが言えるにすぎない。
　ではどうして，移住による一g一の持込みと
いうことが考えられるのかというと，庄川流域
におけるガ行子音の分布と言語外の事情の分布
との間には，次に掲げる図4を見ればわかるよ
うに，明らかな相関関係が認められるからであ
る。
　図4は，言語外の事情の中から，特に，ガ行
子音の分布と重なり合う分布を示すものをとり
出し，両者の関係を地図で示したものである。
　図4によると，－9一は，村内結婚・紙漉き
・落武者伝説の三条件が全部具わっている地点
にだけ分布し，三条件がまったく具わっていな
い地点および三条件が一つでも欠ける地点には
分布していないということになる。
　ガ行子音とこういう言語外の事情との間に
は，もちろん，明確な因果関係があるわけでは
ないから，これを，単なる偶然の一致として無
視してしまうということもできなくはない。し
かし，両者の重なり合いが，一つの地域だけで
はなくて，離れた二つの地域に認められるとい
う事実を見ると，単なる偶然の一致としてこれ
を無視してしまうこともできないような気がし
てくる。そこで，以下，これも手がかりの一つ
としてとりあげ，この地方におけるガ行子音の
歴史を，そういう面からも探ってみることにし
たいo
　はじめにまず，落武者伝説をとりあげる。
　五箇山・田島については平家が先祖，二俣に
ついては源氏が先祖ということが言われている
が，しかし，これは，あくまでも「伝説」にす
ぎなく，真偽のほどはわからない。それでは，
こういう落武者伝説は，まったく無意味なもの
かというとそうではない。落武者伝説の持つ
「移住性」という点に着目し，それを，紙漉き
という産業に結びつけた場合には，それはまた
それなりに重要な意味を持つようになる。
　どんな意味かというと，これについては次の
ようなことが考えられる。すなわち，落武者伝
説は，紙漉きという特殊技術を身につけた人々
の集団が，和紙の原料である楮（五箇山には
「楮」という名の集落さえある。）を求めて山間部
へ移住してきたことを暗に示すものではなかろ
うかと。その場合，五箇山・田島の平家説は，
移住の方向性，つまり，先祖が，平家の本拠で
ある西国から移住してきたということを示すも
のと解されることになる《7）。
　ちなみに，中国・九州地方は現在一g一であ
るが，そういう状態はかなり早くからあったら
しく，慶長9年（1604）～同13年（1608）刊行
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図　4　　ガ行子音と言語外の事情の分布
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のロドリゲス『日本大文典』にも，「gの前の
母音は半分の鼻音を以て発音するのであるが，
‘備前’（Bije）のものの発音ではそれを除いて
いて，干からびた発音をする。例へば，T6ga
（科）の代りにToga（とが），Soregaxi（某）
などといふ。この発音をするので‘備前’の者
は有名である。」ωとあり，また，江戸時代の
　　　　　　　　　　　　　　おごる方言資料，　『筑紫方言』にも，　「奢　同おごる
おこ　る　　　　　はちむ　　　　　　　はち
興　同おごる鉢同はち恥同はち゜斯やうに清
濁のたかふ言すくなからす　またおごるといへ
るなともこもじをごと軽く濁るべきをおごると
おもくのみ濁りていふ　たとへば不知顔など云
はんにしらずのずもじはおもく濁りてがほのが
もじはもと語勢によりて濁るかななれはがほと
かるく濁りてしらずがほといふべきを　しらず
がほとやうに二字なから重くのみ濁りていへる
いと耳だつやうにこそ聞えたりけれ」ωとある
ので，A地域の人々の先祖が，過去のある時期
に中国・九州方面から移住し，その際に一g一を
運んできたということも，かならずしもあり得
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ないことではなさそうに思う。
　五箇山・二俣の話者によると，紙漉きという
高度な技術を身につけた娘をよそへ嫁にやって
しまうのは惜しく，紙漉き技術を身につけてい
ない娘をよそから嫁に貰ってきても，すぐには
役に立たないという事情があったため，村内だ
けで婚姻関係を結ぷようになったということで
あるから，A地域に持込まれた一g一が，そう
いう事情に支えられて，長い間，同じ状態を保
ち続けるということも，十分あり得るように思
われる。
　岩井隆盛氏が，「言語から見た海士の出自」
《10）で述べておられるところによると，能登の
輪島市海士町でも，語中尾のガ行子音は一g一
であり，海士町の人々の出自については，筑前
宗像の鐘崎から300年ほど前に移住してきたと
いう伝説があるという。また，能登では，「海
士は漂着した」とか「高貴な人を乗せて来た」
とかいわれているが，筑前の鐘崎では，「技術
指導のため招かれたらしい」というものがある
とのこと。ここには，
　　　　　　A地域　　海士町
　　　　落武者伝説：貴種漂流謂
　　　　紙漉き技術：海士の技術指導
という対応が見られて興味深い。
　海士町とA地域との間に見られるこのような
類似性を手がかりに考えるに，こういう特殊技
術を身につけた人々の集団が，一一方は魚貝類を
求めて海岸部に移住し，他方は楮を求めて山間
部に移住し，ともに西国から一g一を運んでき
たということがあっても，おかしくはないよう
な気がしてくる。
　ただし，A地域の場合は，海士町とはちがっ
て，その出自が明らかではなく，また，言語の
面から言っても，中国や九州と結びつく特異な
現象は，「書イチョル・読ンジョル」という言
い方UDや，　「クワジョー」　（釣銭）という僅
語u2）を除けば，あまり多くは認められないの
で，はたしてそう考えてよいかどうか疑問でも
ある。
お　わ　り　に
　こうしてみると，最も蓋然性が高いのは，推
定（3）だということになりそうであるが，し
かし，最後に述べた推定（4）もまた捨てがた
いような気がする。それでは，どちらが妥当か
ということになるが，この問題については，今
のところまだ結論が出せない。
　殊に，推定（4）の場合は，　「移住」という
言語外の事情が密接にからんでいる問題でもあ
るので，その真相を明らかにした上でないと，
可否を論ずることさえできない。今後は，郷土
史や民俗学などの助けを借りながら移住の有無
を確かめ，この地方におけるガ行子音の歴史を
明らかにしていきたいと考えている。
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